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研究成果の概要（和文）：代数的閉かつ非自明な絶対値に対し完備な体上の次数2以上の1変数有理函数がBerkovich射
影直線上に定める力学系に対し容量0の除外集合を許し定点の逐次引き戻しの定める離散測度が漸近的にFekete分布す
ることを定量的に確立し、動標的に対する等分布性をディオファントス近似的に特徴付け確立した。一方で分岐軌道の
ディオファントス近似度の応用として有理函数の正則族の分岐カレントおよびその印付き分岐点の活動的カレントの近
似に関するFavre--Dujardinの問題を超吸引的周期系の場合に解決した。

研究成果の概要（英文）：We established a quantitative asymptotically Fekete property of averaged 
pullbacks of points up to an exceptional set of capacity 0 under the dynamics of a rational function of 
degree >1 on the Berkovich projective line over an algebraically closed field that is complete with 
respect to a non-trivial absolute value and has characteristic 0, and characterized and established an 
equidistribution theorem for moving targets in terms of Diophantine approximation. On the other hand, as 
an application of Diophantine property of critical orbits, we solved a problem posed by Favre--Dujardin 
on an approximation of the bifurcation current of a holomorphic family of rational functions and the 
activity current of a marked critical point of the family in the case of superattracting periodic points.

研究分野： 複素力学系、数論
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１．研究開始当初の背景
無理的中立固定点およびより一般的に無理
的中立周期系における正則函数芽の解析的
線型化可能性問題は研究開始当初に至るま
で１次元複素力学系における中心的な未解
決問題であった。 J. -C. Yoccoz の1994年の
Fields 賞受賞理由の一つでもある、２次多
項式に対する解決がある一方で、一般には
３次多項式に対してすら未解決であった。一
方で高次元においては力学系の非カオス部分
の研究はまだ端緒が開かれたばかりであり、
そこでも解析的線型化可能性問題および特
異領域上の高次元ディオファントス近似の研
究は中心的な研究課題であった。

２．研究の目的
無理的中立周期系の解析的線型化可能性問
題と付随する特異領域の高次元ディオファン
トス近似の解明という根本問題に寄与するこ
とを目的とする。具体的には、１次元のみな
らず高次元複素力学系に現れる特異領域の
構造を局所線型性のディオファントス近似度
と力学系の大域的非線型性との関連から定
量的に解明することを目的とする。

３．研究の方法
複素力学系の研究対象が自己写像の順反復
であるのとは対照的に、ネヴァンリンナ理
論は値域の逆像の振る舞いを研究対象とし、
後者の方法論はディオファントス近似理論と
統合された形で活発に研究され続けている。
これらの理論は複素力学系の問題である特
異領域の研究においても大変効果的であり
種々の概念の力学系的定式化とそれらの相
互対照が主な研究方法である。

４．研究成果
代数的閉かつ非自明な絶対値に対し完備な
体上の次数２以上の１変数有理函数が
Berkovich 射影直線上に定める力学系に対

し容量０の除外集合を許し定点の逐次引
き戻しの定める離散測度が漸近的に
Fekete分布することを定量的に確立し、
動標的に対する等分布性をディオファント
ス近似的に特徴付け確立した。一方で分
岐軌道のディオファントス近似度の応用と
して有理函数の正則族の分岐カレントおよ
びその印付き分岐点の活動的カレントの
近似に関する Favre̶Dujardin の問題を
超吸引的周期系の場合に解決した。
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